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モスクワで 3 ヶ月滞在し、語学力が上達したことはもちろん、現地の人との交流で充実し

た。 

新学期にはクラス振り分けテストがあり、８つのクラスに分かれる。私は 3 番目のクラ

スで８コマの授業があった。先生は時々英語でわかりやすく教えてくれるが、それでもわか

らないときはクラスメイトが丁寧に教えてくれので助かった。クラスにフランス人、韓国人、

ドイツ人、スイス人、イタリア人、そして途中から参加したアルメニア人がいた。授業を進

めていくと留学生の出身国の文化もできておもしろい。 

最初はどの先生のいうことは半分もわからず苦労したが、慣れていくうちに説明がわか

るようになった。リスニング力があがると会話も少しずつできるようになっていき、ロシア

語の勉強がもっと楽しくなった。 

留学中は意外と自由時間が多く、時間の管理をしっかりしないと怠けがちだった。もっと

たくさん出かけてロシア語を使えばよかったと思う。モスクワは見所が非常に多く、建物の

建築様式が独特なので街中を歩くだけでも楽しい。 

毎週ショッピングモールでロシア人と日本人の交流クラブがあり、それでロシア人に日

本語を教え、ロシア人にロシア語を教えてもらった。よく文法について聞かれるが日本語の

文法を日本語で説明するのも簡単ではないのにそれをロシア語で説明するのは難しすぎた。

勉強だけでなく、休日に一緒に遊びにいくこともあるので楽しい。そのほかにも大学の日露

交流会でもがイベントをやったり、ご飯にいくことがあった。やはり日本のアニメが好きな

人が多いのでアニメに詳しいと仲良くなりやすい。 

日本から２人でモスクワに行ったので真冬になる前に留学を終えることになったのは少

し残念だが、勉強や異文化交流などで非常に充実した滞在になった。今後はもっと色々な文

化背景をもつ人に出会い、交流を深めていきたい。 
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モスクワ関係大学で過ごした 3 ヵ月は、非常に新たな発見の連続でした。当然その中に

は事前に話に聞いていたことも多くありましたが、実際に経験して身に染みて思い知れた

ということも多いような気がします。そのおかげで、今では以前に比べてよりロシアが身近

に感じられています。私のロシアでの学びを２つ紹介したいと思います。 

まず初めに授業で感じたことを述べます。私はロシア語の授業に初めて出るときには授

業についていけるのかとても不安に思っていました。なぜなら、ロシアでのすべてがロシア

語で英語もほとんどないという環境の中で、店員さんの言っていることや標識に書いてあ

る単語すらもわからなかったからです。恥ずかしながら日本での勉強は全然足りませんで

した。このことは私自身に単語力と勉強が圧倒的に足りなかったことを実感させ、逐一スマ

ホの電子辞書を開く日々が続きました。こういった状況であったため、初授業に出た際、ク

ラスの人たちが普通にロシア語を話していることにはとても大きな衝撃を覚え、これほど

までに差があるのかと愕然とさせられました。そんな中 1 か月ほどはなかなかクラスにな

じめない状態で、先生に質問を振られても何を聞かれているのかわからないため答えるこ

とができないという虚しい状態が続きました。しかし、最初はこういった絶望的な状況では

あったものの次第にコミュニケーションがとれるようになっていきました。何がコミュニ

ケーションにつながったのかというと授業内での自分の自己紹介や家族についてのスピー

チです。自分は何が好きなのかをはっきりと伝えることや、家族について話すだけでこれほ

ど変わるのかと思いました。当然これは日本でも同じようなことはあるとは思いますが、私

はここで初めて明確に実感しました。そして、こういったスピーチをきっかけとして増えて

いく挨拶や会話といったことがとても重要であることに気づかされました。また単純に私

は授業で何も答えられないということに対して少し負い目を感じて先生を避けてしまうと

いうことをしがちなのですが、先生は全く気にせず何度も会話に付き合ってくれたことも

良かったのだとおもいます。クラスメイト達とも共用のキッチンなどで会った時にはロシ

ア語での会話をすることができました。こういったことから、授業の初めの頃は互いにどこ

か伺いあうような少し堅い雰囲気であったのが次第に改善され、わからないところがあっ

てもすぐに質問ができるような授業へと変化していきました。とても楽しく質の高い授業

が学べたことがとても印象に残っている。 

次に留学生活で最も重要だと思ったことについて述べます。私が最も重要だとおもった

のは情報です。気づいた時にはこんなに単純なことにも気づかなかったのかと思ったので

すが、ロシアについての情報はGoogleよりYandexで調べたほうが圧倒的に手に入ります。

当然ですが、日本語ではなくロシア語での検索です。加えて、ロシア人の友達からもらえる

情報もとても重要でした。勉強の相談をロシア人の友達にしたのですが、子供の頃に見てい

たアニメや簡単な物語など紹介してもらいました。ロシア人の友達は日本語を勉強してい

るグループがロシアにあったのでそこで知り合いました。そしてこのグループについて知

ることができたのも過去にロシアに留学していた先輩の情報と紹介のおかげです。ほかに

も、私自身たまたま赤の広場付近へと出かけた際にたまたまやっていた街の日という祭り



に運よく見物することができましたが、これももっとよく調べておけば事前に知ることが

できたはずです。こういったことは自分一人ではどうしてもどこかで思考が固まってしま

っているものだと思うので、どんどん人と会っていろんなチャンスを逃さないようにする

必要があると強く感じました。たった 3 ヵ月の短い留学生活を濃密なものにできて本当に

良かったです。また、たくさんのことを教えてくれた先輩方や友達にはとても感謝していま

す。またせっかく今ロシアを身近に感じられる状態にあるので、少しでもロシアの情報に触

れ続けていきたいと思います。 

ロシアでの 3 ヵ月間はとても苦しい時もあったけれど、それ以上に多くのことを学ぶ機

会でもありました。この経験はどこでも通用するものだと僕自身確信しているので、これか

ら最大限に活かしていきたいと思います。 


